
アニメ「遊☆戯☆王デュエルモンスターズ」に登場した、「デュエルモンスターズ」のカードのうちの1枚。速攻魔法。 
和訳すると「狂戦士の魂」と書く。 
効果の発動時に使用者の手札をコストとして全て墓地に捨てる。 
デッキの一番上からカードを1枚ドローして墓地に送り、そのカードがモンスターカードだった場合に 
そのターンに相手プレイヤーへの直接攻撃に成功した攻撃力1500以下のモンスターで1度追加攻撃を行う。 
この効果はデッキから墓地に送ったカードがモンスターカード以外だった場合に終了する。 

原作の漫画及び現実のカードゲーム「遊戯王OCG」では登場していない、アニメオリジナルのカード。 

アニメオリジナル「ドーマ編」の「遊戯 vs 羽蛾」戦で遊戯が使用。 
羽蛾が「相棒の魂が封じられたカード」（実際はただのゴキボールのカード）を破り捨てるという 
挑発に激怒した遊戯は、このカードの効果でなんと8枚連続モンスターカードをドローし、 
罠カード「むしばみ」の効果と魔力カウンターの使用により攻撃力が1500に下がっていた 
魔導戦士ブレイカーの攻撃で、合計12000ダメージというオーバーキルを行った。 
実際は杏子が止めに入らなければもっと続いていたかもしれないが 
（事実、彼女が止めた時点で9枚目のブラックマジシャンガールを引いている）、 
常人の運ではなしえない脅威のドロー力はまさに王様ならではである。 
またこの時止めに入った杏子に対して放った遊戯の「HA☆NA☆SE」や、 
その後の杏子の「とっくに羽蛾のライフは0よ！」はファンの間で名言となっている。 

周知のように、ニコニコ動画ではこのカードを使って羽蛾をメッタ斬りにするMADが多く製作されている。 
自業自得とはいえ、羽蛾がなんとなくかわいそうである。 

ニコニコRPGでは遊戯の技の一つとして登場し、アニメと同様の効果を持つが、 
大抵2,3回で攻撃が終わってしまうことが多い。 
AIBO復帰後は、1枚目で失敗するとAIBOがデッキをシャッフルすることで 
再び引きなおすという効果が追加されている。 

なお、全くの余談ではあるが、PSP用ソフト「遊戯王GXタッグフォース3」にて、このカードが 
ゲームオリジナルカードとして登場した。これにより、初登場から5年の月日を経て、 
（OCGではなく家庭用ゲームではあるものの）初めて公式での使用が可能となった。 

さらに余談だがカプコンから発売した「Fateタイガーころしあむアッパー」で、 
登場人物の一人アヴェンジャーが「もうやめて～、私のライフポイントは戦う前からゼロよ～」と発言している。 
また、このゲームはこれ以外にもニコニコを意識したような発言が見られる。 

関連動画

原作のシーン

AIBOの「なぁにこれぇ・・・。デッキをシャッフル！」の元ネタ

関連MAD

実にリズミカルに、そしてノリ良くバーサーカーソウル
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